
水稲講習会を開催します やまゆりサミットinみよた
第14回全国やまゆりサミットが
御代田町で開かれます

石
しゃく

楠
な

花
げ

寄贈お礼

司法書士無料法律相談会

ご寄付のお礼

来年も美しく咲くことを願って

　水稲の栽培について、夏場の栽培管理と、近年発
生が問題となっている「雑草イネ（赤米）」の対策につ
いて講習会を開催します。
　雑草イネの混入は、銘柄米への影響や、色彩選別
機の稼働に支障をきたす等、深刻な問題となっていま
す。講習会では、出穂期における防除対策について講
習します。水稲生産者の皆さんは、ご参加ください。

日時　7月8日（火）　午後2時～3時
場所　JA佐久浅間御代田支所ライスセンター
内容　①水稲の栽培管理について
　　　②雑草イネの防除対策について

問い合わせ先
　佐久農業改良普及センター　地域第二係
　0267（63）3168
　町産業経済課農政係（内線27）

　やまゆりサミットは平成5年に御代田町が提唱し
て開かれたのが最初です。県外の町や会・グループ、
やまゆり愛好家などが集います。
●7月25日㈮
記念講演（会場　エコールみよた あつもりホール）
●語り場フォーラム　「やまゆりに寄せる想いを語る」
●コーディネーター　堀井正子さん
 （SBCラジオつれづれ散歩道出演中）
●パネラー　御代田町長　茂木祐司 様　ほか
交流・懇親会（事前申し込みが必要です。）
●参加費　一人 3,000円
●申し込み方法　ハガキ、メール、FAX
　　　　　　　　住所、氏名、電話番号を記入の上
　　　　　　　　お申し込みください。
●締め切り　7月15日（火）
　定員となりましたらご容赦ください。
●7月26日㈯
サミット記念やまゆり展示会（龍神まつり会場）
申し込み・問い合わせ先
やまゆりサミット事務局
 （産業経済課商工観光係内 内線31）
TEL（32）3111　FAX（32）3929
Eメール　miyota@town.miyota.nagano.jp　優雅で、可憐な石楠花の花。

今年も浅間しゃくなげ公園を
きれいに彩り、私たちの目を
楽しませてくれました。
　石楠花は、一般的には栽培
が難しいとされ、生育地も限
定される貴重な植物として知
られています。
　浅間しゃくなげ公園内の石

楠花のうち多くは、清万にご在住の堀篭 雄さんか
ら町に寄贈いただいたものです。
　堀篭さんは「きれいな石楠花の花で公園をいっぱ
いにすることが夢だ」と語っています。
　尊い意志を受け、新たな観光名所となるよう大切
に管理します。
　本当にありがとうございました。

　長野県司法書士会佐久支部では、無料法律相談会
を開催します。司法書士には守秘義務が課せられて
いますので、皆さまの秘密は固く守られます。予約
は不要ですので、お気軽にお出かけください。

申し込み・問い合わせ先
　長野県司法書士会佐久支部　0267（24）0138
　担当者　栗林湊副支部長

雀ヶ谷用水組合 様
金 20,000円

堀篭逹雄 様（清万区）

雀ヶ谷用水組合様より、ご寄付いただきました。
ご厚意ありがとうございます。

　今年は見頃が桜の開花時期と重なり、美しいしゃ
くなげと桜を同時に楽しむことができました。
　来年も皆さまに
美しいしゃくなげ
を楽しんでいただ
けるよう、咲き終
わった花を取り除
く花がら摘みを職
員が行いました。

日時　7月26日（土）　午後1時～3時
場所　イオン佐久平店2階　イベントホール
相談テーマ
　不動産登記・会社登記・不動産売買・贈与・相続・多重
債務・借地借家・成年後見・悪質商法・貸金回収　など
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ら
私
た
ち
も
か
つ
げ
る
ん
だ
よ
。」

と
得
意
そ
う
に
話
し
て
く
れ
る
子

が
い
ま
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
も
か
つ
ぐ
ん
だ
よ
。

す
ご
い
で
し
ょ
、
す
ご
く
か
っ
こ

い
い
ん
だ
よ
。
私
も
大
き
く
な
っ

た
ら
、
お
母
さ
ん
み
た
い
に
な
る

ん
だ
。」と
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ

て
話
し
て
く
れ
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
な
が
ら
に
母
親
の
勇
壮

な
姿
に
感
動
し
、
自
分
も
と
将
来

を
夢
み
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

年
少
・
年
中
は
、
年
長
の
姿
を
見

て
、
い
つ
か
は
と
夢
み
、
年
長
は
、

大
き
く
な
っ
た
ら
と
夢
を
み
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
思
い
が
、
伝
統

や
文
化
を
築
き
、
そ
し
て
次
へ
次

へ
と
つ
な
げ
て
行
く
ひ
と
つ
の
力

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
地
域
の
中
で
の
大
人
の
姿
を

見
て
も
ら
い
、
い
つ
か
は
自
分
も

と
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
場
で

も
あ
る
祭
り
っ
て
い
い
で
す
ね
。

大
澤
八
千
代

心
理
相
談
員

心
理
相
談
室
の
利
用
に
つ
い
て

　

心
理
相
談
室
で
は
、
教
育
に
か

か
わ
る
心
理
的
な
悩
み
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
学
校
で
の
悩
み
や
、

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
、

学
校
で
の
心
配
ご
と
を
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ー
ル
み
よ
た
生
涯
学
習
係

（
32
）２
７
７
０
ま
た
は（
32
）９
１

０
０
へ
お
か
け
い
た
だ
き
、
心
理

相
談
室
内
線
１
１
７
番
へ
繋
ぐ
よ

う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

相
談
日
・
相
談
時
間

　

相
談
日
…
毎
週
水
曜
日

　

相
談
時
間
…
午
後
2
時
〜
5
時

　

相
談
場
所
…
心
理
相
談
室

　

相
談
料
…
無　

料

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
日
時

を
決
め
ま
す
。
水
曜
日
、
午
後
２

時
〜
４
時
30
分
の
間
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

龍
神
ま
つ
り
っ
て
い
い
ね

　

御
代
田
町
に
は
町
民
総
出
の
お

祭
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
龍
神

ま
つ
り
で
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る

よ
う
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
私
は
ま
だ
そ
の
お

祭
り
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
昨
年
の
９
月
の
広
報
の
表
紙

の
女
性
た
ち
が
龍
を
か
つ
い
で
い

る
写
真
を
見
て
、
す
ご
い
迫
力
と

生
き
生
き
と
し
た
躍
動
感
に
心
ひ

か
れ
ま
し
た
。

　

私
も
今
年
こ
そ
は
観
に
行
き
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

相
談
室
で
も

　
「
今
年
、
龍
神
ま
つ
り
ど
う
す

る
？
」「
ま
だ
声
が
か
か
ら
な
い

ん
だ
。」と
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

ま
た
保
育
園
で
は
、
園
児
用
の

龍
神
の
前
で
、
年
長
に
な
っ
た
か

東
京
御
代
田
会
通
信 

❼

ふ
る
さ
と
御
代
田
を

応
援
す
る
東
京
御
代
田
会

東
京
御
代
田
会

事
務
局
長

 

板
橋
和
雄

御
代
田
会
に
入
会
さ
れ
て
ふ
る
さ
と

御
代
田
を
多
方
面
か
ら
眺
め
、
皆
さ

ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

東
京
御
代
田
会
概
要

発
足　

平
成
10
年
４
月
10
日　

目 

的　

会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
こ

と
に
よ
り
親
睦
を
深
め
、
生
活
の

充
実
・
向
上
を
目
指
し
、
併
せ
て

郷
土
の
発
展
な
ら
び
に
地
域
社
会

の
文
化
と
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と

主 

な
活
動　

４
月（
年
次
総
会
・
会
報

の
発
行
）、
７
月（
御
代
田
町
訪
問

ツ
ア
ー
・
龍
神
ま
つ
り
）、
10
月

（
ソ
バ
打
ち
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
）、

12
月（
忘
年
会
）、
み
よ
た
広
報
や

ま
ゆ
り
を
希
望
者
に
発
送

そ
の
他

　

会
長　

内
堀　

毅（
馬
瀬
口
出
身
）

　

会
員
数　

１
０
３
名

 

（
平
成
26
年
３
月
現
在
）

　

会
費　

年
間 

２
、０
０
０
円

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
１
１
２

－

０
０
０
６

東
京
都
文
京
区
小
日
向

 

２

－
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－

７
コ
ー
ポ
鈴
木

東
京
御
代
田
会
事
務
局　

板
橋
和
雄

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

 

０
３（
６
８
０
７
）９
３
８
７

　

日
本
全
国
四
季
折
々
美
し
い
風
景

は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
信
州
浅

間
山
麓
で
、
自
然
や
歴
史
・
文
化
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
町
は
、
や
は

り
御
代
田
町
が
一
番
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
浅
間
周
辺
の
里
山
や
川

辺
に
育
ま
れ
た
我
々
の
ふ
る
さ
と
御

代
田
町
は
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
全
国
隅
々
に
知
れ
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

澄
ん
だ
空
気
と
清
ら
か
な
水
。
浅

間
山
麓
の
高
原
都
市
御
代
田
町
に
一

度
で
も
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
に

と
っ
て「
心
の
ふ
る
さ
と
」と
な
る
人

情
味
溢
れ
た
す
ば
ら
し
い
町
を
応
援

す
る
仲
間
た
ち
の
集
ま
り
が
、
東
京

御
代
田
会
で
す
。
御
代
田
町
出
身
者

は
も
と
よ
り
、
御
代
田
町
が
好
き
な

人
は
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

御
代
田
町
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。
御
代
田
町
か
ら

東
京
近
県
へ
就
職
さ
れ
た
方
や
転
居

さ
れ
た
方
々
に
東
京
御
代
田
会
を
教

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
若
い

方
々
を
大
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
東
京
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